
２００９年度ユースナショナル候補選手強化合宿（第４回） 

兼 

２０１０年 ISAF ユースワールド代表選考 

２０１０年４２０級ワールド代表選考 

２０１０年４７０級ジュニアワールド代表選考 

２０１０年全日本ジュニアスナイプ選手権兼西半球選手権（ジュニア）代表選考 

２０１０年レーザーラジアル級ユースワールド補助対象選手選考（第１回） 

開催公示 

 
 

 

1.主 催  （財）日本セーリング連盟競技力向上委員会 

2.主 管  和歌山県セーリング連盟、和歌山ｾｰﾘﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ（ﾅｼｮﾅﾙﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ） 

3.目 的  日本セーリング連盟（以下 JSAF）競技力向上委員会では、選手強化事業の一貫指導とし 

て、国内大会を含め国際大会（ISAF ユースワールド等）において活躍できる選手の強化 

育成を目的に強化合宿（第 4 回目）を実施する。また選考会も合宿の一貫と定め選手相 

互のレベルアップを図る事を目的とする。 

4.協 賛  株式会社 スリーボンド、NPO 法人和歌山セーリングクラブ 

5.後 援  和歌山県、和歌山県教育委員会、（社）和歌山県体育協会、 

和歌山市、和歌山市教育委員会 

6.種 目   

（１）４２０級（ダブルハンド級男子/女子） 

（２）レーザーラジアル級（シングルハンダー級男子/女子） 

 （３）ＲＳ：Ｘ級 8.5 ㎡（男子/女子） 

 （４）２９er 級（男女 Open） 

    ※上記は、2010 年 ISAF ユースワールド実施種目 

 （５）４７０級（男子/女子） 

 （６）スナイプ級（男子/女子） 

7.場 所 和歌山セーリングセンター 

     和歌山県和歌山市毛見１５１４ 

     tel 073-448-0251  fax 073-494-3252 

＜交通手段＞ＪＲ紀州路快速 海南駅下車タクシー（公共機関利用の場合） 

      Ｅﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ/  info@wakayama-sailing.org 

8.期    日 ２０１０年３月２４日（水）～３月２８日（日）４泊５日 

9.参加資格   

（１）全参加者共通：2009 年度（財）日本セーリング連盟会員及び参加種目のクラス別協会登録者 
（２）ISAFユース種目： 

① ２００９年５月までに認定したユースナショナルチーム候補選手の内、２０１０年３月 

２４日時点で満１５歳以上かつ１９９２年１月１日以降に生まれた１９歳未満の者 

Ⅰ．２００９年ユースナショナル候補選手強化合宿実施公示 

 



② 上記年齢の範囲で、新たに各艇種別協会(４２０協会、レーザークラス協会、ウィンドサー 

  フィン連盟、２９er 協会)より推薦され、競技力向上委員会が参加を認めた選手 

③ 上記年齢の範囲で、都道府県セーリング連盟より推薦され、競技力向上委員会が参加を 

認めた選手 

（３）４７０級、スナイプ級 

２０１０年１２月３１日現在満２２歳未満の者(1989 年 1 月 1 日以降に生まれた者) 

（４）参加選手及び各団体からの推薦者の判断基準は、合宿及び期間中に実施される選考レースに 
出場できる対象者でなければならない。 

（５）参加選手は 10m/sec 以上の風速でも十分な帆走能力と体力を持った選手でなければならない。 

   なお、安全面から選手の技量によっては特定の選手に対して競技力向上委員会の判断

で合宿、選考レースにおいて出艇を禁止する場合がある 

10.講 師  ＪＳＡＦオリ特委員会、競技力向上委員会メンバー 

（予定）海外招聘チームコーチ、専門分野の講師、２０１０年ナショナルチーム選手、他 

11.参加料   

（１）ユース選手 １名 ３０,０００円 

  ※上記には、合宿参加費、宿泊費（４泊）、食費(全食)、施設使用料、合宿運営費および 

選考レース参加料を含む。 

ユース選手は合宿参加を義務付ける（選考レースのみの参加は認めない） 

 （２）４７０級、スナイプ選手 １名２３,０００円 

  ※上記には、合宿参加費、宿泊費（４泊）、食費(全食)、施設使用料、合宿運営費および 

選考レース参加料を含む。 

   なお４７０級、スナイプ級選手は合宿に参加せず２５日からの選考レースのみの参加を認 

   める、その場合の参加料は１艇１４,０００円（２５日～２８日の昼食４食を含む）とする。 

12.参加申込  

（１）別紙「自己推薦書兼強化合宿参/選考レース参加申込書」および「宿泊申込書」 

に必要事項を記載し、（財）日本セーリング連盟競技力向上委員会宛てに送付の事 

＊ダブルハンドクラスにおいては申込書の指定欄にクルーの氏名、生年月日を必ず記載のうえクルーも 

 同様の申込書を提出の事 

         ＊４７０級およびスナイプ級で選考レースのみに参加する選手はその旨を明記 

（２）「自己推薦書兼強化合宿参加申込書」受領後に「競技力向上委員会」より参加諾否 

の通知を行います。 

    送付先：・（財）日本セーリング連盟競技力向上委員会 

〒150-8050 東京都渋谷区神南 1-1-1 岸記念体育館内 

          TEL 03-3481-2357 

          FAX 03-3481-0414 

          E-mail mam-olytoku@jsaf.or.jp 
      ≪エクセルファイルを Mail でお送り下さい、Mail で参加諾否の通知をします≫ 

13.締切日  ２０１０年２月２５日（月）必着   

    ※期日を過ぎた申込は一切受けないので注意の事 

 



14.参加料の支払い 

参加承認通知受領後 3 日以内に送金の事 

      なお、送金に当たっては必ず選手本人名で送金の事 

      送金口座：三菱東京UFJ銀行 渋谷中央支店 

      (普）１０６１２００  財団法人日本セーリング連盟 

15．艇の搬入方法 

（１）参加選手は、事前に大会事務局に搬入、搬出の手続きを行うこと。 

（２）艇の保管期間は、平成２２年３月２４日～３月２８日とする。 

（３）施設使用料等はオリンピック特別委員会で支払う 

   保管期間外の施設使用料は各自支払いの事 

16.チャーター艇  

遠隔地選手でチャーターｰ艇を希望する選手には、艇を用意する。 

 （１）レーザーラジアル級（セイル、艤装品除く）×12隻 
      チャーター料：ハル 1日/2,100円×5日分＝10,500円 
 （２）４２０級：×７隻 

チャーター料：ハル 1日/3,500円×5日分＝17,500円 
        セール（メイン、ジブ、スピン）1日/2,800円×5日分＝14,000円 

（３）２９er級：×３隻 
 チャーター料：ハル 1日/4,500円×5日分＝20,500円 

        セール（メイン、ジブ、スピン）1日/3,000円×5日分＝15,000円 
＊チャーター料は現地で徴収しますので参加料と共に送金しないで下さい 

（４） ＲＳ：Ｘ級、４７０級、スナイプ級は、参加者各自で用意すること。 
（５） チャーター艇を使用する者は、「自己推薦書兼強化合宿参加申込書」該当欄にその旨を記載、

かつ引渡し時に誓約書に署名し、使用中での破損または部品の欠品があった場合は、自己

責任で弁償しなければならない。 
（６）チャーター艇を希望する選手は、チャーター艇を整備、チューニングできる工具類（ブロ

ック、シート類含む）、メジャー（４２０級レーキ計測用）、テンションゲージを各艇で持

参すること。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



17.日 程  

日 時 内  容 備  考 

3 月 24 日（水） 9:00～11:00 

11：00～11:45 

11:45 

12:30～16:００ 

17:00～ 

18:00～ 

19:00～21:00 

 

22:00 

合宿＆選考レース受付 

昼食 

合宿開会式/合宿説明/ミーティング 

海上練習、ﾗｼﾞｱﾙ級男女は体力測定 

宿舎移動 

ﾁｪｯｸｲﾝ、入浴、夕食 

選考レース艇長会議   

ミーティング 

就寝 

チャーター艇引き渡し 

合宿の説明 

（ｸﾗﾌﾞﾊｳｽ会議室） 

指定場所で体力測定 

 

送迎バス運行 

 

 

3 月 25 日(木) 

  

6:20 

6:30～ 

7:00～8:00 

 

9:00~11:30 

11:30～ 

13:30～16:00 

17:00 

18:00～ 

19:00～2１:00 

22:00 

起床 

ｳｫｰｷﾝｸﾞ、ｽﾄﾚｯﾁﾝｸﾞ 

朝食 

ハーバー移動 

海上練習 

昼食 

選考レース１日目 

宿舎移動 

夕食 

ミーティング 

就寝 

全員参加 

 

 

送迎バス運行 

 

ハーバー会議室 

 

送迎バス運行 

 

 

3月 26日（金） 

～27日（土） 

7:00～8:00 

 

9:00 

12:00～ 

13:00～16:00 

17:00 

18:00～ 

19:00～2１:00 

22:00 

朝食 

ハーバー移動 

選考レース２日目、３日目（午前） 

昼食 

選考レース２日目、３日目（午後） 

宿舎移動 

夕食 

ミーティング 

就寝 

全員参加 

 

 

送迎バス運行 

 

ハーバー会議室 

 

送迎バス運行 

 

3月 28日（日） 7:00～8:00 

 

9:00 

13:30～ 

 

朝食 

ハーバー移動 

選考レース４日目 

昼食/閉会式 

解散 

 

＜注意事項＞ 

・天候等でスケジュールが変更される場合があります。 

 

 

練習内容等はコーチより指示 

練習内容等はコーチより指示 



18.宿 泊 １．ホテル 「ランドマーク和歌山」 

〒640‐8319 和歌山手平2-1-2 和歌山県ビック愛 10F 

TEL 073-422-1200 

※マリーナから車で１５分、マイクロバスで送迎 

※ユース選手は全て本宿泊場所に宿泊 

※選手は期間中Twin又はトリプル使用とする。 

※帯同保護者/指導者が宿泊する場合は、8,000 円（1 泊 2 食） 

   但し、参加する選手数により宿泊できない場合があります。 

      ２．新和歌ロッジ 

       〒641-0023 和歌山市新和歌浦２‐３ 

       TEL 073-444-9000 Mail lodge@wakanoura.net 

       ※マリーナから車で１５分  

       ※４７０およびスナイプ選手は本宿泊場所に宿泊 

19.交通費補助  

ユース選手および４７０級、スナイプ級の合宿参加選手には、自宅最寄駅からＪＲ和歌山

駅までの公共交通機関利用料金の２/３を補助します。   

※交通費補助は原則ＪＲ、私鉄、バスを対象としますが、航空便を使用しなければならない遠方の選手

は、事前に競技力向上委員会に申告しその承認を得た上、格安のチケットを購入し航空会社または旅

行会社等の領収書が必要となります。 

20.責 任  参加者は、自己の責任においてこの合宿に参加するものとする。 

      主催団体、またはこの合宿に関わる運営役員、ボランティアは、参加者の合宿前、合

宿中、合宿後の死亡、怪我、病気またはその他の物質的な損害についての責任を負わ

ない。 

21.保 険  参加者の事故、怪我は、JSAF 会員に付帯する傷害保険を適用する。 

 また合宿参加者は、健康保険証を持参すること。 

22.持参品  ノート、筆記用具、ルールブック、印鑑、保険証、ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｼｭｰｽﾞ、 

23.その他   

（１）補助金(交通費)の清算を現地で行うので必ず印鑑を持参のこと。 

未持参の場合、交通費補助金の支給が出来ない場合があります。 

 （２）本合宿には、海外選手、海外コーチ招聘を予定。 

 （３）チャーター艇を使用する者は、引渡し時に誓約書に署名し、使用中での破損または部品の

欠品があった場合は、自己責任で弁償しなければならない。 

24．施設使用の注意事項 

（１）施設では、3/23（火）～3/28（日）の期間で艇の搬出入が可能です。 

（２）施設内では、施設規則を守って行動してください。 

（３）各チームで持参したサポートボートは、別途保管料を徴収します。 

   ※保管料 1 日/2,000 円が必要（各自精算） 

 
 
               本合宿はスポーツ振興くじの助成を受けて実施されます。 

 



 

１．大会名称  ２０１０年 ISAF ユースワールド日本代表選考 

２０１０年４２０級ワールド日本代表選考 

２０１０年４７０級ジュニアワールド日本代表選考 

２０１０年全日本ジュニアスナイプ選手権兼西半球選手権（ジュニア）日本代表選考 

２０１０年レーザーラジアル級ユースワールド補助対象選手選考 

２．開催場所  和歌山セーリングセンター(NTC) 
３．大会期間 ２０１０年３月２５日（木）～２８日（日） 
４．主催団体 （財）日本セーリング連盟競技力向上委員会 
５．協   力  和歌県セーリング連盟 
６．適用規則 ２００９～２０１２セーリング競技規則及び付則Ｐ 

４２０級、レーザー級、ＲＳ：Ｘ級、２９er級、４７０級およびスナイプ級の当該クラス 
規則および本大会公示及び帆走指示書を適用する。 
尚、各クラス規則と本大会公示、帆走指示書に矛盾 が生じた場合は本大会公示、帆走指 

示書を優先し適用 する 

７．競技種目 ４２０級、レーザーラジアル級、ＲＳ：Ｘ級 8.5 ㎡、２９er 級、４７０級、スナイプ級

の各男子・女子 
８．日   程     

３月２４日（水）  ９:００～１１:３０   受付 

１２:１５～ 開始式/海上練習、ドリル、ラジアル体力測定  

１９：００        選考レース艇長会議、ミーティング 

３月２５日（木）  ９:００～１１:３０   海上練習、ドリル 

         １３：３０～       最初のクラス 第 1 レース予告信号時刻 

                      引き続き 第２レース 

３月２６日（金）  ９：００～       最初のクラス 第３レース予告信号時刻 

                      引き続き 第４～６レース 

３月２７日（土）  ９：００～       最初のクラス 第７レース予告信号時刻 

                      引き続き第８～９レース 

３月２８日（日）  ９：００～       最初のクラス 第１０レース 

         １４：００(予定)     閉会式 

 （１）選考会期間中も、宿舎で１９:００から合同ミーティングを実施する。 

 （２）３月２８日（日）の最終予告信号は、１４：０１以降発せられない。 

９．参加資格   

（１）ユース選手：２０１０年３月２４日時点で満１５歳以上かつ１９９２年１月１日以降に生ま

れた１９歳未満の者 

（２）４７０、スナイプ選手：２０１０年１２月３１日現在、２２歳未満の者 

   (1989 年 1 月 1 日以降に生まれた者) 

（３）２００９年度（財）日本セーリング連盟会員登録者 

Ⅱ．日本代表選手選考レース公示 



（３）競技種目クラス協会年度会員登録者 
（４）競技力向上委員会が参加を認めた者 

１0. 計  測   

（１） 有効な計測登録証明書および Measurement Certificate(Measurement Form) を 
提示しなければならない。但しチャーター艇は、この限りでない。 

（２） 計測委員会は、レース期間中いつでも競技艇の計測を実施することができる。 
１1．会場及びレース海面 

和歌山セーリングセンター（和歌山ＮＴＣ）及び和歌浦湾内に設置する。 
TEL ０７３‐４４８‐０２５１ FAX ０７３‐４９４‐３２５２ 

Mail info@wakayama-sailing.org 
１2．コース    

トラベゾイド、トライアングル又はソーセージコース（Ｓ．Ｉに示す） 
１3．帆走指示書（Ｓ．Ｉ）  

３月２４日の受付時に配布する。 
14．レース数及び得点方式    

（１）レースは最大１０レースとし５レースの完了をもって成立とする。 

（２）各艇の総得点は、全てのレースにおけるその艇の得点合計とするが、５レースが完了した場合

はその艇の最も悪い得点を除外する。 

（３）各艇の得点は、男子/女子の参加艇を含めた得点とする。 

（４）海外選手が参加した場合は、その順位も得点として計算する。 

15．支援艇 

支援艇は、大会受付時に配布されるＳ．Ｉに従わなければならない。 

16．救命具 

参加者は離岸から着岸までの間は、50 ニュートンの浮力を有する適切な救命具を着用しなけれ

ばならない。 

17．責任の否認  

（１）競技者は、自己の責任において大会に参加するものとする。 

（２）主催団体、レース委員会、またはこの大会に関わる運営役員、ボランティアは、 

競技者の大会前、大会中、大会後の死亡、怪我、病気またはその他の物質的な損 

害についての責任を否認する。 

18．保険 

（１）本選考会に参加する選手は自己の責任おいてレースに参加するものとする。  
RRS4参照。 

 （２）本選考会の主催団体等は、本大会の前後および期間中に発生した人的事故（傷害・死亡等）な

らびに物的事故（損傷・盗難等）について、その責任を一切負わないものとする。 

 

 

 



19．賞  

 （１） ISAF ユースワールド日本代表選手 

 ①４２０級、RS:X 級 

４２０級男女および RS:X 級男女の各第１位の選手（チーム）を ISAF ユースワールド日本代表選手と 

する 

②レーザーラジアル級 

レザーラジアル級男女第１位の選手を代表候補とし、３月２４日実施の「体力測定」の結果を反映、 

 艇種別協会、競技力向上委員会およびオリンピック特別で構成する選考委員会で代表を決定する。 

＊体力測定ついては別紙、新制度「体力測定」、を参照 

③２９er 級 

２９er 級第１位の選手（チーム）を代表候補とし、派遣の有無は選考レースの内容から艇種別協会 

 競技力向上委員会およびオリンピック特別委員会で構成する選考委員会で決定する。 

（２）４２０級世界選手権大会日本代表 

４２０級男女の各第２位の選手（チーム） 

を４２０級世界選手権大会の日本代表選手とする 

（３）４７０級ジュニアワールド日本代表選手 

４７０級男女各１位、２位の選手（チーム） 

を４７０級ジュニアワールド日本代表選手とする 

（４）スナイプ級西半球選手権大会（ジュニア）日本代表 

全日本ジュニアスナイプ選手権第１位の選手（チーム） 

をスナイプ級西半球選手権大会ジュニア日本代表選手とする 

 （５）レーザーラジアルユースワールド補助対象選手の選考 

２００９年１０月２６日 日本レーザークラス協会公示の通りとする。  

＊別紙「世界選手権等代表選手選考方針および２０１０年度ナショナルチーム等選考方針ならびに 

ＪＳＡＦ補助対象選手選考方針」 を参照 

 （６）選考レースの成立 

当該クラス種目の男子及び女子の参加隻数が３艇未満の場合は、大会は成立しない。 
その場合は、各艇種別協会と競技力向上委員会およびオリンピック特別委員会が協議のうえ 
代表選手を決定することがある。 

（７）選考資格者（代表選手）がその資格を辞退した場合について 

辞退者の選考が行われた最終成績順に下位選手へ繰り下げる。なおこの場合において各艇種別協会と競

技力向上委員会およびオリンピック特別委員会が協議のうえ、代表選手派遣をおこなわない場合がある。 

 

 

 

 

 

 



20．大会事務局（期間中のみ対応） 

   和歌山セーリングセンター（NTC） 

〒641-0014 和歌山市毛見 1514 番地 

TEL ０７３‐４４８‐０２５１ FAX ０７３‐４９４‐３２５２ 

Mail  info@wakayama-sailing.org 

大会ＷＥＢサイト（和歌山セーリングクラブホームページ内） 

http://www.wakayama-sailing.org      

和歌山セーリングセンター 営業時間９：００～１７：００ 火曜日定休日 

 

 
21．その他 

（１）大会に関する問合せ先  

 大会に対する問い合わせ、照会は JSAF 競技力向上委員会まで以下 Mail で問い合わせください。 

Ｅ-mail  mam-olytoku@jsaf.or.jp 

（２）各派遣大会について 

日本代表選手を選考した各大会の実施期日と場所は以下の通り 

    ・ISAF ユースワールド        ７月８日～１７日    トルコ・イスタンブール 

    ・４２０ワールド          ７月２２日～３１日   イスラエル・Haifa 

    ・４７０ジュニアワールド     １２月１６日～２３日   カタール・ドーハ‐ 

    ・スナイプ西半球          ８月２８日～９月２日  カナダ・バッファロー 

    ・レーザーラジアルユースワールド  ７月１８日～２５日   英国・Largs 

 

 

以上 


